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2 0 1 8 年度アダプト・プログラム助成団体が決定しました
公益社団法人食品容器環境美化協会は、飲料メーカー６団体で構成される公益法人で、飲料容器の

散乱対策を中心とした環境美化の推進を事業目的とし、その一環として行政と市民の協働によるまち
美化手法である「アダプト・プログラム」の情報センターとして、普及・推進に取組んでいます。
市民と行政が協働で進める「アダプト・プログラム」の重要性が全国で広く認識されつつある中で、

アダプト・プログラム活動の一層の奨励を行うとともに、その普及を推進することを目的とし、「ア
ダプト活動をさらに充実、拡大しようとする団体」、あるいは「アダプト・プログラムへの新規参加
を予定している団体」に対し助成、支援するため「アダプト・プログラム助成制度」を実施しています。
2 0 1 2年度から助成制度をスタートさせ、本年度より「助成金コース」「清掃グッズコース」２コー

スの助成をすることとなりました。このほど、2 0 1 8年度の助成団体が決定しました。この助成を
通じアダプト活動の輪が一層広がり、地域の環境美化につながることを期待しています。

■2 0 1 8年度　申請団体数および助成団体数
コース 助成金 清掃グッズ 不明 合計

申請団体数 1 5 5 8 0 ７ 2 4 2
助成団体数   3 2 4 7   7 9
助成金額／セット数 2 , 3 0 3 , 2 6 2 円 1 9 4セット 4 , 2 4 3 , 2 6 2 円（相当）
各団体の活動内容は当協会のホームページにてご覧いただけます（1 0月初旬公開予定）

「アダプト・プログラム」は市民と行政が協働で進める「ま
ち美化プログラム」です。
アダプト（A D O P T）とは英語で「○○を養子にする」の
意味。
一定区画の公共の場所を養子にみたて、市民がわが子のよ
うに愛情をもって面倒をみ（＝清掃美化を行い）、行政がこれ
を支援します。
市民と行政が互いの役割分担を定め、両者のパートナーシッ
プのもとで美化を進めます。
現在では全都道府県の各地で導入され、多くのアダプト団
体が様々な活動をされています。

アダプト・プログラムとは
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2 018 年度 アダプト・プログラム助成制度【概要】
■助成の対象となる団体
（1）次のいずれかの団体であること
①�各自治体が導入しているアダプト制度に登録している団体で、アダプト活動を、更に充実、
拡大しようとする団体
②�新たに地域のアダプト・プログラムに参加しようとする団体

（2）�この助成制度が設けられている趣旨に賛同するとともに、飲料団体から構成されている
食品容器環境美化協会の活動であることを十分認識していること

（3）�過去２年間（平成2 8年度、2 9年度）に当協会の助成を受けてないこと。
■助成総額および助成コース
助成総額：4 5 0万円相当（予定）
①助成金コース：総額2 5 0万円
②清掃グッズコース：合計2 0 0セット

■助成内容
（1）助成金コース
・�下限額を３万円、上限額を1 0万円とします。申請書に助成項目および金額を記載してい
ただき、その金額を助成致します。
・�アダプト・プログラム活動のうち、清掃活動およびポイ捨て防止・啓発活動に必要な諸費
用とします。それ以外の活動に使用する項目は助成の対象となりません。

（2）清掃グッズコース
・�ビブス５着、トング５本で１セットとし、セット単位での助成となります。1 0セットを
上限とします。

■審査方法
当協会関係者などで構成する「アダプト・プログラム助成審査委員会」を設け、提出して頂
いた申請書や活動写真、その他添付書類をもとに審査・選考を行います。
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【助成金コース】3 2団体

2 018 年度アダプト・プログラム助成制度　助成団体

■明るい社会づくり運動　大竹市協議会
　広島アダプト制度／広島県道路河川管理課
■秋篠町婦人会
　奈良市アダプトプログラム推進事業（さわやかクリーン奈良）／奈良市市民活動部協働推進課
■あさひ公園整備の会
　八千代市環境美化ボランティア制度／八千代市コミュニティ推進課・公園緑地課
■阿戸町　河をきれいにする会
　広島アダプト制度／広島県道路河川管理課
■アドプト・リバー・阪急相川
　アドプト・リバー・プログラム／大阪府都市整備部河川環境課
■板戸第一有志会
　伊勢原市公園愛護会活動推進事業／伊勢原市都市部みどり公園課
■歌姫町婦人会
　奈良市アダプトプログラム推進事業（さわやかクリーン奈良）／奈良市市民活動部協働推進課
■大泉川を美しくする会
　河川愛護活動支援事業／長野県建設部河川課
■大津川に花と緑の会
　アドプト・リバー・プログラム／大阪府都市整備部河川環境課
■上町いきいきクラブ
　龍ケ崎市公共施設里親制度／龍ヶ崎市市民生活部市民協働課
■木津川市立城山台小学校
　木津川市アダプト・プログラム／木津川市まち美化推進課
■呉市広石内自治会
　広島アダプト制度／広島県道路河川管理課
■黄金自治会
　みやぎスマイルロード・プログラム／宮城県土木部道路課
■５のつく日 桜が丘一丁目公園ボランティア
　精華町クリーンパートナー／精華町事業部建設課
■狛江市を日本一きれいにする会
　狛江市アダプト制度／狛江市都市建設部道路交通課
■さいたま市シニアユニバーシティ北浦和校第９期校友会
　さいたまロードサポート制度／さいたま市土木部道路環境課
■シニア東会
　信州ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）／長野県建設部道路管理課
■白川ラジオ体操会
　くるめクリーンパートナー／久留米市環境部環境政策課
■社会福祉法人心聖会　こいけ障害者支援センター
　八千代市環境美化ボランティア制度／八千代市コミュニティ推進課・公園緑地課
■学校法人仙英学園　ゆりかご幼稚園
　山形県マイロードサポート事業／山形県県土整備部道路保全課
■淡輪第一自治区
　アドプト・リバー・プログラム／大阪府都市整備部河川環境課
■チェリーブロッサムズ
　公共施設の里親制度／取手市総務部市民協働課
■チャリティーコンサート i n 白馬（チャリコンの会）
　河川愛護活動支援事業／長野県建設部河川課
■天神ハイツ町内会
　倉敷市地域社会ボランティア「アダプト・プログラム」／倉敷市市民活動推進課
■里山保存会　時美仁
　藤枝市まち美化里親制度／藤枝市市民活動団体支援課
■N P O法人とりで西部ふれあいクラブ
　公共施設の里親制度／取手市総務部市民協働課
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【清掃グッズコース】4 7団体

■中野市立豊田中学校生徒会
　河川愛護活動支援事業／長野県建設部河川課
■成瀬活性化委員会
　伊勢原市公園愛護会活動推進事業／伊勢原市都市部みどり公園課
■寝屋川市南水苑町自治会
　アドプト・リバー・プログラム／大阪府都市整備部河川環境課
■美・図館周辺をきれいにし隊
　ふくしまきれいにし隊／福島市環境部環境課
■福井S R B「スーパーラグビーブラザーズ」ラグビークエスト育成会
　福井市まち美化パートナー制度／福井市市民協働・ボランティア推進課、公園課
■山桑常会
　信州ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）／長野県建設部道路管理課

■青木あすなろ建設株式会社 中四国支店
　広島アダプト制度／広島県道路河川管理課
■あおぞら
　公共施設の里親制度／取手市総務部市民協働課
■あおぞらグループ
　富里市アダプト・プログラム／富里市環境課
■明るい社会づくり運動　富里明社
　富里市アダプト・プログラム／富里市環境課
■アロン化成株式会社　名古屋工場
　東海市アダプトプログラム／東海市都市建設部花と緑の推進課
■井堤保勝会
　山城うるおい水辺パートナーシップ事業／京都府山城北土木事務所企画調整室
■岩崎高齢者福祉会
　岐阜版アダプト・プログラム“ぎふまち育て隊”／岐阜市市民活動交流センター
■永田川カエル倶楽部
　広島アダプト制度／広島県道路河川管理課
■永楽会
　山形県マイロードサポート事業／山形県県土整備部道路保全課
■国済寺東部親父の会
　深谷市アダプト制度／深谷市ガーデンシティーふかや推進室
■オービーシータクシー奉仕隊
　アドプト・リバー・プログラム／大阪府都市整備部河川環境課
■貝ちゃんクラブ
　東浦町公共施設アダプトプログラム／東浦町企画政策部協働推進課
■上山市石崎花いっぱい会
　山形県マイロードサポート事業／山形県県土整備部道路保全課
■カラオケ 2 1
　狛江市アドプト制度／狛江市市民生活部地域活性課
■鬼無里町区地区会
　信州ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）／長野県建設部道路管理課
■クリーンチャレンジサークル
　東浦町公共施設アダプトプログラム／東浦町企画政策部協働推進課
■公園見守隊　エコグリーン
　公園見守り隊（アダプト・プログラム）／幕別町住民福祉部住民生活課
■小折町美化ボランティア
　愛・道路パートナーシップ事業／愛知県建設部道路維持課
■札幌太田病院
　西区アダプト・プログラム／札幌市西区市民部地域振興課
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■志太わくわくクラブ
　藤枝市まち美化里親制度／藤枝市市民活動団体支援課
■下小島ボランティアサービス
　信州ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）／長野県建設部道路管理課
■新行区愛護組合
　河川愛護活動支援事業／長野県建設部河川課
■神功１、２丁目自治会　アダプトの会
　奈良市アダプトプログラム推進事業（さわやかクリーン奈良）／奈良市市民活動部協働推進課
■精華台四丁目ゆうゆう倶楽部
　精華町クリーンパートナー／精華町事業部建設課
■赤十字奉仕団「東根市一和会」
　山形県マイロードサポート事業／山形県県土整備部道路保全課
■瀬戸川を愛する会
　リバーフレンドシップ制度／静岡県河川企画課
■創価グループ
　東京ふれあいロード・プログラム／東京都道路管理部路政課
■高砂市高齢者大学松陽学園学生自治会
　高砂市アダプトプログラム推進事業／高砂市市民活動推進課
■鶴秀工務店株式会社
　みやぎスマイルロード・プログラム／宮城県土木部道路課
■東海市軟式野球連盟
　東海市アダプトプログラム／東海市都市建設部花と緑の推進課
■浜松市大平台自治会
　浜松市道路・河川里親制度／浜松市土木部道路保全課
■B Xケンセイ株式会社
　きつきアダプトプログラム／杵築市生活環境課
■B e 2 0 ' s
　愛・道路パートナーシップ事業／愛知県建設部道路維持課
■光の友の会
　明石市アダプト・プログラム／明石市環境保全課、道路管理課、緑化公園課
■日詰 1 1 区まちピカ応援団
　紫波まちピカ応援プログラム／紫波町産業部環境課
■株式会社平田組
　広島アダプト制度／広島県道路河川管理課
■福島鈑金工業株式会社
　ふくしまきれいにし隊／福島市環境部環境課
■富士通株式会社 沼津工場
　ぬまづまちピカ応援団／沼津市都市計画課緑地公園課、地域自治課
■二つ池櫻と蓮の保勝会
　藤枝市まち美化里親制度／藤枝市市民活動団体支援課
■双葉四区里親の会（柳公園里親会）
　公共施設の里親制度／取手市総務部市民協働課
■松原長生会
　山形県マイロードサポート事業／山形県県土整備部道路保全課
■有限会社マルシン森建設
　岐阜版アダプト・プログラム“ぎふまち育て隊”／岐阜市市民活動交流センター
■光清 6 1 クラブ（光清営農集団）
　広島アダプト制度／広島県道路河川管理課
■宮の前道路愛護隊
　おかやまアダプト推進事業／岡山県土木部道路整備課
■舘第二万年青会
　豊明市公共施設アダプトプログラム／豊明市市民生活部市民協働課
■八千代市長寿会連合会　八千代台地区北東ひまわり
　八千代市環境美化ボランティア制度／八千代市コミュニティ推進課・公園緑地課
■山田ヶ丘きちべの会
　しずおかアダプト・ロード・プログラム／静岡県道路保全課
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G o o d N e w s 
久留米市環境部環境政策課／くるめクリーンパートナー 

浦上川における清掃や観察などの自発的で持続的
な体験活動を通じて、自由な視点で川に学びながら、
私たちのライフスタイルを見つめ直すことをめざし
て活動を行っています。 当会は 2 0 0 5年の発足
以来、長崎大学の学生や教員等を含めて、市内各地
のメンバーが参加して活動を継続しています。助成
により、チームジャンバーとビブスを制作し、清掃
や観察などの定例活動やイベント等で活用します。
ジャンパーはケガ防止など安全性や作業性の確保も

考慮して定例活動等で着用し、ビブスは多くの方が
参加するイベント等において着用することで、活動
をP Rし、地域住民の関心を高め、メンバーの一体
感をつくり出したいと思います。また、当会のH P
等を活用して活動に関する情報発信をさらに強化
し、地域住民の関心を高めるとともに、メンバー
の一体感をつくり出し、人と人のつながりや自然
とのつながりを見つめ直すような場づくりをめざ
します。

「自分達がみたいと思えるようなグッドニュース
を自ら発信していこう」をテーマに2 0 0 8年に結
成。「楽しむこと」をテーマにゴミ拾いや環境問題を
難しく考えず、筑後川で思い切り遊んだり、自然と
親しむ活動をすることで、自然の美しさや楽しさを
共感して「大事にしていこう」という思いが生まれ
る「きっかけ」の場所になればと思い活動しています。

助成により用具をそろえ、清掃活動の際に参加人数
の増加（多い時は10 0人以上）により、「（集合時
間等の）声がききとりにくい」等の意見や遅れてき
た方が「川のどのあたりでゴミ拾いしているかわか
る目印があれば」と言われることがあったため、参
加者（特に初めて来られた人）がスムーズに参加で
きるような環境づくりを進めていきたいと思います。

川に学ぼうかいi n 浦上川（大橋地区）
長崎県土木部河川課／県民参加の地域づくり事業 

昨年度は1 0万円コース2 9団体、５万円コース4 0団体、合計6 9団体が助成対象となりました。
ご参考にその活動の一部をご紹介します。

2 017 年度アダプト助成対象団体紹介

【1 0万円コース】
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住み良い街にしよう会
東浦町企画政策部協働推進課／東浦町公共施設アダプト・プログラム

本会は 2 0 0 1 年に創立し「私たちは大和の
自然を愛します」を合い言葉に活動しています。
2 0 0 7 年から特別史跡平城宮跡歴史的風土保存
地区内の「ならやま里山林」景観形成整備ボラン
ティア事業について奈良県より委託を受け 1 0 年
を経過しました。半世紀以上にわたり凍結保存さ
れた荒涼殺伐とした状況であり、不法投棄の恰好
の捨て場となっていました。枯倒木や繁茂した３
～４mほどの笹藪などの第１段階処理を約３年間
で終え、以後今日迄の継続景観保全活動により、
日本の原風景が復活してきました。サイクリング

ロード沿いの除草と花壇づくりなどにより不法投
棄防止に向けた啓発活動を積み重ねてきた結果、
以前に比べて投棄ゴミの量は減少してきてはいま
すが、心無い人による投棄がまだあります。～
1 0 年といった将来に向けたビジョンを立て、そ
の目標を目指して活動を積み重ねていくことが大
切だと考え「目指そう！ならやまユートピア」を
キャッチフレーズとし、地域社会に啓発し、市民
県民参加型の活動として定着させていきたいと考
えています。

「ゴミの落ちていない綺麗な街」「誰もが住みた
くなるような綺麗で自然と調和した街」「住民全員
が綺麗な街にしようと意識を持って参加する街」
にするため、先頭に立って活動を町内全域に広め
ていきます。ゴミのポイ捨てをしないよう活動中、
幟を立てP Rし、通行人が活動中の幟を見てポイ

捨てを止めることを期待しています。また、ゴミ
袋が重くなり活動コース途中に置いてあるのを後
で回収していますが、リヤカーにゴミ袋を積んで
いけるので後での回収作業が不要になるなど、作
業の効率化を図ることができると思います。

奈良・人と自然の会
奈良市市民活動部恊働推進課／奈良市アダプトプログラム推進事業（さわやかクリーン奈良） 

【5万円コース】
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食環協（食品容器環境美化協会）は、「環境美化」を目的に、全国の飲料メーカー団体が組織した公益社団法人です。
設立は1973年。設立以来、「ポイ捨て防止」キャンペーンをはじめとする多面的なＰＲ活動を展開しています。
また、「日本版アダプト・プログラム」の情報センターとして、積極的な調査・研究・普及活動を進めています。

私たち「食環協」が、アダプト・プログラムをサポートしています

「統一美化マーク」をここに掲げて…
「のんだあとはリサイクル」
あちらこちらでお目にかかるこのマーク、じつは「統一美化マーク」と呼ばれています。
1981（昭和56年）以来、食環協から消費者のみなさまへのメッセージとして、
新聞・テレビ広告、自動販売機、道路沿いの立看板、のぼり、横断幕などに登場しています。

全国をカバーする拠点網「地方連絡会議」が地域に密着して活動
地方連絡会議は、県単位（もしくは同じエリアの複数県）で、その地域に拠点（支社、支店、営業所、
工場など）のある飲料メーカーで構成し、全国各地で42の「地方連絡会議」が活動しています。

地方連絡会議は、学校表彰事業や地方における環境イベントなどについて、
地方公共団体、市民団体、報道機関などへ連絡・調整を行っています。
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公益社団法人 食品容器環境美化協会（食環協）
〒108-0023 東京都港区芝浦2-15-16 田町K・Sビル6階
TEL. 03-5439-5121　FAX. 03-5476-2883　URL https://www.kankyobika.or.jp/

一般社団法人全国清涼飲料連合会 日本コーヒー飲料協会
一般社団法人全国トマト工業会 コカ・コーラ協会
一般社団法人日本果汁協会 ビール酒造組合

食環協を構成する飲料メーカー６団体

ポイ捨て防止の啓発ポスター

「ポイ捨て防止」の啓発キャンペーン
統一美化マーク（上記）のもと、各種媒体やメディアを通じて、散乱防止の啓発に努めています。
これまで駅や社内のポスター・ステッカー、道路沿いの立看板、ポスターの掲出、バスラッピング
広告など、時々の情勢に応じた方法で、散乱防止を呼びかけています。

環境教育支援

まち美化キッズ 検索

環境教育の重要性が増すなか、環境美化教育
が圧縮される傾向に対応し、コンパクトに授業
が実施できるよう現場教師の意見を反映する
工夫を入れました。また、「まち美化キッズ」教
材と連動して、授業が
展開できるよう、学校
教師の指導書として制
作しました。

学校での環境美化教育を応援していくた
め、毎年、環境美化の教育と実践に熱心
に取り組んでいる全国の小中学校を表彰
しています。

表彰式

「なぜまちをきれいにするの？」「どうしてポイ捨
てしてはいけないの？」ということを子供たちに
考えてもらえるよう問題提起型の内容になって
います。また、教育現場に即したツールを意識
し、効率よく学習
できる要素を盛り
込み、様々な授業
展開が可能なよ
うに努めました。

児童向け環境学習サイト
「まち美化キッズ」の提供環境美化教育優良校等の表彰 先生向け学習ガイドの提供

植物油インクで印刷されています。
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